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男子インディビジュアル種目の長岡渓太３等陸曹は、射撃命中率９５％と他

を圧倒したものの１位選手に走力及ばず２位となった。長岡３曹は「アジア冬

季競技大会出場を逃したが、今回、海外派遣選手組が帰国した中でのレースで

今できる走りと射撃を存分に発揮することができ結果を残せた。」と更なる飛

躍の為に次なる目標へ目を向けていた。

総合成績（入賞以上）

女子１５Kｍインディビジュアル 男子２０Kｍインディビジュアル

氏 名 階 級 出身地 順 位 氏 名 階 級 出身地 順 位

佐々木美沙 ２等陸曹 北海道 優勝 長岡 渓太 ３等陸曹 北海道 ２位

栃谷 和 ２等陸曹 北海道 ２位

竹内 美琴 ３等陸曹 長野県 ３位

２等陸曹

佐々木美沙

１５Km
インディビジュアル

令和７年２月２８日(金)から３月２日(日)の間、北海道札幌市白旗山競技場及び西岡バイアスロン競技場で冬季競技６種目を

競う「第９６回宮様スキー大会国際競技会」が実施された。本校からは、バイアスロン１４名、クロスカントリースキー６名が

出場し、バイアスロン競技ではリレー 種目(男子７．５km×４名、女子６km×４名)で男女ともに、インディビジュアル種目(男

子２０km・女子１５km)においては女子が表彰台を独占した。

バイアスロン女子インディビジュアル種目の佐々木美沙２等陸曹は４回の射撃（計２０発）を命中率８５％で２位に３分２

６秒差をつけ初優勝を勝ち取った。佐々木２曹は「秋の海外派遣選考会で権利を取れず負けた挫折から必死に練習してきた努

力が実ったレースだった。優勝を狙っていたレースだったので、しっかり勝ち切ることが出来て素直に嬉しい。」と語った。

また、栃谷２曹が２位、竹内３曹が３位に入賞した。

今回、自衛隊体育学校後援会、学校校友会の方々計１０名及び七嶋学校

長以下、職員が熱い声援を送った。また、会場にはアジア冬季競技大会で

獲得した金メダルが展示され、立崎幹人１等陸尉は三笠宮彬子様に成果を

報告した。

選手達の戦いは、いよいよ今季最後のレース第６１回バイアスロン日本

選手権大会へと続く。


